
鯛ラバで手軽にアタリ連発！鳴門海峡でマダイ連発！
/四季の釣り /2014年 8月1日OA

徳島県の鳴門海峡でマダイを狙いました。フィッシングアドバイザーは、シャウトの小野誠さん。午前6時に港を出船し、ポイントは港を出てすぐの鳴門海峡。 まずは水深
30ｍ前後のポイントで専用ジグの鯛ラバを落として巻き上げます。 ボトムから10m以内でマダイ独特のアタリ。 ゲットしたのは50cmクラスの良いサイズ。 その後も浅場
ポイントでアタリが連発し次々とマダイをゲット！中には60cmクラスも上がりました。一般的にはバラシが多い釣りですが、アタリが続いたマダイはすべてゲット。 この
秘訣はスライドするヘッド。アタリが連発する鯛ラバも徹底分析しています。番組ではマダイのアタリや必要なタックル、釣り方なども詳しく紹介していますよ！

アンサーシャフト

スライドアンサー（60g をメインに使用）

アイテム

タックル

再放送タックル詳細

伊丹章のワンポイントアドバイス

■徳島県鳴門市 つるぎ：088-687-0598

フィッシングアドバイザー：小野誠

独自のフラフラＳ字系アクションが驚異の実績を生んだ鯛ラバ「アンサー」。新たな進化としてヘッドを誘導式に変更。フックの可動範囲を制限し
ていた鉛ヘッドをスライドさせる事により、フッキング率の向上とバレの激減を両立。ケイムラフックを搭載しネクタイ＆スカートのアピールにケ
イムラ反射をプラス。

スライドアンサー交換用ヘッド驚異の実績を生んだ鯛ラバ「スライドアンサー」の遊動式ヘッド。
独自のフラフラＳ字系アクションを発生させ、真鯛を狂わせる。状況に合わせ船上でヘッド交換する時や自作鯛ラバに。

誘う！乗せる！リフトする！タイラバを知り尽くした専用ブランクス。
■マダイのラバージギング専用設計。ティップは LDBガイド仕様。
■フックアップに重要なベリーは絶妙な硬さを備え、
　 ティップからバットまでのスムーズな抜けを実現。
■フォアグリップを排除した事により、パーミング時に人差し指で
　 無塗装のブランクに触れる事ができる。

アンサーの血統、〈Ｓ字系アクション〉に新たな機能を搭載！スライドシステム搭載でフッキング率向上とバレの激減。

道糸：PE0.8 号

小型ベイトリール

リーダー：フロロ 4 号

スライドアンサー交換用ヘッド

アンサーシャフト


